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第
一
節

『
満
済
准
后
日
記
』
正
長
元
年
五
月
廿
六
日
条

応
永
三
十
五
年
（
一
四
二
八
）
正
月
、
兄
義
持
の
死
に
よ
り
、
将
軍
後
継
者
の
指
名
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
青
蓮
院
門
跡
義
円
は
、

時
に
三
十
五
歳
天
台
座
主
、
仏
法
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
五
大
将
軍
義
量
が
早
世
し
、
他
に
男
子
が
い
な
か
っ
た
義
持
が
死
に
臨
ん
で

も
後
継
者
を
定
め
得
な
か
っ
た
た
め
、
四
人
の
弟
（
青
蓮
院
義
円
・
相
国
寺
永
隆
・
梶
井
門
跡
義
承
・
大
覚
寺
義
昭
、
表
１
参
照
）
の
中
か

ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
と
さ
れ
る
還
俗
将
軍
で
あ
る
。
こ
の
時
、
彼
が
将
軍
に
選
ば
れ
た
事
実
は
、
勿
論
、
本
人
の
資
質
が
最
重
要
で

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
幕
府
内
外
の
人
脈
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
ら
れ
て
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
義
教
が
将
軍
位
に
就
い
た
頃

の
幕
府
は
、
政
治
的
緊
張
が
極
度
に
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
決
断
力
に
富
ん
だ
強
力
な
指
導
者
が
必
要
と
さ
れ
た
。

義
持
の
四
人
の
弟
達
そ
れ
ぞ
れ
を
自
己
の
利
害
か
ら
推
す
諸
大
名
や
、
関
東
の
持
氏
が
将
軍
位
を
ね
ら
っ
て
い
る
こ
と
等
、
十
分
に
考

慮
し
た
う
え
で
の
選
出
で
あ
り
、
く
じ
抽
き
（
神
選
）
が
周
囲
の
反
対
派
を
抑
え
る
最
良
の
策
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

義
円
の
場
合
、
義
持
の
同
母
弟
（
母
は
藤
原
慶
子
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
嗣
立
の
最
大
理
由
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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義
持
発
病
か
ら
新
将
軍
嗣
立
へ
の
経
緯
は
、『
満
済
准
后
日
記
』（
１
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
次
期
将
軍
決
定
に
至
る
ま
で
の
記
述
は
、
後
世
に
そ
の
由
緒
を
伝
え
ん
が
た
め
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
そ
の
詳
細
さ
は
極
致
に

至
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、

○
義
教
を
選
出
し
た
の
は
、
清
和
源
氏
の
氏
神
で
あ
る
八
幡
神
の
神
意
と
し
た
こ
と
。

○
相
談
の
結
果
、
く
じ
を
作
っ
て
続
飯
を
以
て
堅
封
し
た
の
が
満
済
、
其
の
上
に
書
封
し
た
の
が
山
名
右
衛
門
佐
入
道
時
熙
、
そ
し

て
管
領
畠
山
満
家
が
八
幡
宮
へ
向
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
が
満
済
の
日
記
の
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
満
家
が
輿
に
乗
っ
て
走
ら
せ
た
の
か
、
馬
で
駆
っ
た
の
か
、
御
伴
は
い
た

の
か
等
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

神
意
は
、
中
世
人
が
よ
く
使
う
手
だ
が
、
問
題
は
こ
の
策
を
実
行
し
た
面
々
で
あ
る
。

管
領
は
、
幕
府
の
表
向
の
顔
（
外
様
）
の
代
表
者
で
あ
り（
２
）、
満
済
は
内
々
の
儀
に
よ
っ
て
将
軍
に
近
侍
す
る
人
物
で
あ
り
、
山

名
は
守
護
大
名
の
代
表
格
た
る
人
物
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
義
教
を
、
く
じ
抽
き
に
よ
っ
て
偶
然
将
軍
に
選
ば
れ
た
人
物
と
見
る
よ
り
、
幕
閣
内
に
お
け
る
義
教
支
持
者
の
思
惑

に
よ
っ
て
、
将
軍
の
座
に
就
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る（
３
）。

と
こ
ろ
で
、
義
教
と
い
う
人
物
に
は
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
評
判
（
評
価
）
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
義
教＝

恐
怖
政
治
」
で
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、『
嘉
吉
記
』
や
斉
木
一
馬
論
文
「
恐
怖
の
世
―
―
嘉
吉
の
変
の
背
景
―
―
」
か
ら
得
ら
れ
る

評
価
で
あ
ろ
う（
４
）。

義
教
に
つ
い
て
、
政
務
面
あ
る
い
は
文
化
面
の
中
に
、
何
か
評
価
で
き
る
も
の
を
敢
え
て
あ
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
記
す
こ
と
が

で
き
る
。
当
時
退
廃
し
て
い
た
と
さ
れ
る
公
武
の
規
律
を
た
だ
し
、
鎌
倉
府
を
抑
え
九
州
を
制
し
て
い
る
。
ま
た
、
有
力
守
護
を
従
属

さ
せ
、
幕
府
に
拮
抗
し
て
譲
ら
な
い
比
叡
山
延
暦
寺
の
僧
徒
に
も
厳
し
い
制
裁
を
加
え
た
。
父
義
満
の
後
始
末
と
も
言
う
べ
き
南
朝
対

策
も
徹
底
し
て
行
な
い
制
圧
し
た
。
す
べ
て
に
度
が
過
ぎ
る
の
が
彼
の
特
徴
で
も
あ
る
が
、
そ
の
積
極
的
な
姿
勢
は
朝
廷
政
策
や
日
明
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表１ 義満所生の男子

注１ Noの○印が将軍嗣子候補者。
注２ 義満長子と思われるが一般にはあまり知られていない尊満（清師）は明徳３年青蓮院入室（１２
歳）。のち、香厳院に住す。応永３５年、義持薨去の際、継嗣定の時に尊満は員数から除かれている。
『陰涼軒日録』にはしばしば現われる人物である。永享９年７月、大覚寺義昭出奔の時は、尊満が
そのことを将軍に告げたことになっている。

注３ 将軍継嗣のくじは、義教・永隆・義昭・義承の四人が対象であったが、前将軍義持の同母弟義
円（義教）が神慮にかなったとされる。

注４ 義教正室は裏松重光女宗子（観智院）、三条公雅女尹子（瑞春院）。
〈参考文献〉 臼井信義『人物叢書 足利義満』、勝野隆信「青蓮院とその秘宝」（『日本歴史』２２３号所
収論文）、臼井信義「足利義持の薨去と継嗣問題」（『国史学』５７号所収論文）、『大日本史料』７‐１０、
佐藤進一『足利義満』、渡辺世祐『室町時代史』、『満済准后日記』、『看聞御記』。

没年齢
その他

６１カ

４３

２５

４８

２２

４０

３８

６２

応永３５年
時年齢

４８

４３没

早世

３５

早世

２６

２５

２３

生母

加賀局（柳原殿） 実相院坊
官長快法印女 元中山親雅
妻

藤原慶子
三宝院坊官安芸法眼女
勝鬘院 贈従一位

春日局
攝津能秀女

藤原慶子
（義持と同母）

日野業子
日野時光女
定心院

池尻殿
（北山院康子の実母に
当たる）

不詳
（日野カ）

藤原誠子
（元足利満詮室、浄土寺僧
正持円の母に当たる）

生没年月日

永徳元・正・１１
～嘉吉・元カ
（１３８１～１４４１）

至徳３・２・１３
～応永３５・正・１８
（１３８６～１４８２）

応永元～応永
２５・正・２４
（１３９４～１４１８）

応永元・６・１３
～嘉吉元・６・２４
（１３９４～１４４１）

応永３・１２・３１
～応永２５・２・１５
（１３９６～１４１８）

応永１０・１０・１８
～嘉吉２・２・１８
（１４０３～１４４１）

応永１１
～嘉吉元・３・１３
（１４０４～１４４１）
九州島津に討たれる

応永１３
～応仁元・１０・１８
（１４０６～１４６７）

通称その他

青蓮院尊満
香厳院友山

室町幕府四代将軍
内大臣 室町殿
御所様 勝定院殿

押小路大納言
円修院殿林光院
新御所

青蓮院義円
六代将軍 左大臣
（一時義宣と名乗る）
普広院殿

御室准后
梵光院殿

景徳寺虎山周就
相国寺永隆
（隆蔵主）

大覚寺大僧正
（吉野では義有と称
す）

梶井准后

諱

清 師

義 持

義 嗣

義 教

法 尊

永 隆

義 昭

義 承

No

１

２

３

�

５

�

�

�
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貿
易
に
も
示
さ
れ
、
文
化
面
で
も
、
義
教
が
会
所
で
和
歌
や
連
歌
の
会
を
催
し
た
様
子
が
満
済
の
日
記
に
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
表
向
き
だ
け
で
は
な
く
私
的
な
面
（
大
奥
）
に
つ
い
て
も
秩
序
を
重
ん
じ
厳
格
で
あ
っ
た
一
面
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
彼
の
政
策
面
の
う
え
で
、
種
々
の
問
題
を
残
し
た
と
は
い
え
、
最
大
に
評
価
さ
れ
得
る
も
の
は
訴
訟
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
義
教
の
専
制
ぶ
り
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
御
前
沙
汰
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

さ
ら
に
義
教
に
は
生
得
器
用
な
面
も
感
じ
ら
れ
、
几
帳
面
で
能
力
の
あ
る
人
物
像
が
浮
か
ぶ
。
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
六
月
二
十

一
日
、
十
歳
で
青
蓮
院
に
入
院
以
来
、
宗
教
者
と
し
て
の
修
業
と
学
問
の
日
々
、
さ
ら
に
上
流
公
家
ら
と
の
交
流
も
当
然
行
な
わ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
時
期
、「
禅
」
に
凝
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
総
体
的
に
は
門
跡
と
し
て
の
日
常
を
全
う
し
て
い
た
将
軍

義
持
の
弟
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
俄
に
将
軍
後
継
者
に
指
名
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
就
任
間
も
な
い
時
期
に
、

驚
く
ほ
ど
政
務
に
積
極
的
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
合
い
か
ら
も
、『
満
済
准
后
日
記
』
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
五
月
に
書
き
残

さ
れ
た
一
行
は
、
義
教
の
政
治
姿
勢
を
知
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
記
述
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
は
元
服
以
前
で
、
ま
だ
将
軍
宣
下
を
請

け
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
。

御
沙
汰
ヲ
正
直
ニ
諸
人
不
含
愁
訴
様
ニ
、
有
御
沙
汰
度
事
也
、
仍
如
旧
評
定
衆
并
引
付
頭
人
等
被
定
置
度
也
、
此
一
段
又
管
領
ニ

可
相
談
由
被
仰
了
（『
満
済
准
后
日
記
』
正
長
元
年
五
月
二
十
六
日
条
）

満
済
が
日
記
に
記
し
た
こ
の
部
分
は
、
義
教
の
重
要
な
発
言
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
義
教
が
評
定
衆
・
引
付
頭
人
の

再
設
を
指
示
し
た
と
さ
れ
る
著
名
な
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
く
だ
り
は
直
接
的
に
は
満
済
に
向
か
っ
て
話
し
て
い
る
の
だ
が
、「
此
一
段

又
管
領
ニ
可
相
談
由
被
仰
了
」
と
、
管
領
に
も
話
が
通
じ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
義
教
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
幕
府
重
臣
に
伝
え
て
了

承
を
得
る
と
い
っ
た
態
度
は
、
満
済
の
日
記
中
、
処
々
に（
５
）
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
義
教
も
将
軍
就
任
当
初
は
、
故
義
持
の
方
針
を

入
れ
、
宿
老
ら
の
意
見
を
尊
重
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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満
済
の
日
記
が
伝
え
る
新
将
軍
義
教
の
政
治
へ
の
所
信
表
明
と
も
と
れ
る
言
葉
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
義
教
は
、「
如
旧
評
定
衆
并

引
付
頭
人
等
被
定
置
度
也
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
義
教
期
に
お
い
て
は
引
付
や
評
定
は
、
す
で
に
形
骸
化
し
て
い
た
。「
如

旧
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
何
を
考
え
、
如
旧
と
言
っ
た
の
か
、
し
か
も
こ
の
後
、
引
付
等
が
再
設
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

し
か
し
、『
御
前
落
居
記
録
』
や
『
御
前
落
居
奉
書
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
将
軍
親
裁
の
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
定
で
き
る
。
ま
た
、

事
実
、
将
軍
―
奉
行
人
か
ら
成
る
伺
事
の
場
の
規
律
（
法
令
）
が
就
任
間
も
な
い
頃
よ
り
次
々
に
発
布
さ
れ
て
い
る
。

評
定
や
引
付
は
合
議
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
（
合
議
機
関
）
も
の
で
あ
り
、
将
軍
が
直
断
を
す
る
御
前
沙
汰
（
将
軍
親
裁
機
関
）
と
は
、

ま
っ
た
く
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

義
教
に
と
っ
て
合
理
的
な
ス
ピ
ー
ド
判
決
は
御
前
沙
汰
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
就
任
早
々
、
彼
に
、
裁
判

を
急
が
せ
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
義
教
の
所
信
表
明
が
記
さ
れ
て
い
る
満
済
の
日
記
の
前
後
か
ら
、
就
任
当
時
の
幕
府
周
辺
の
情
況
を
読
み
取
り
そ
の
理
由
を
探

索
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
ら
は
、『
中
世
法
制
史
料
集
�
』
に
も
参
考
資
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、「
諸
五
山
禅
院
掠
領
押
領

等
所
領
事
」（
６
）、「
近
年
非
分
御
寄
進
神
領
事
」（
７
）の
二
つ
が
、
義
教
に
期
待
さ
れ
た
御
徳
政
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
所
領

の
興
行
と
裁
判
の
興
行
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
義
教
が
何
を
考
え
て
こ
の
よ
う
な
意
向
を
伝
え
、
満
済
も
こ
と
さ
ら
日
記
に
書
き
残
し

た
の
か
を
推
論
し
て
み
た
い
。

前
述
し
た
通
り
、
義
教
は
三
十
五
歳
ま
で
僧
籍
に
あ
り
、
門
跡
・
座
主
と
い
っ
た
立
場
か
ら
上
流
貴
族
や
知
識
人
と
の
交
流
も
深
か

っ
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
政
治
思
想
等
も
学
習
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
将
軍
就
任
早
々
、
既
述
の
よ
う

な
気
持
を
満
済
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
公
正
な
裁
判
を
め
ざ
し
、「
如
旧
」
と
言
っ
て
い
る

「
旧
」
と
は
、
具
体
的
に
は
い
つ
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
が
重
大
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
評
定
・
引
付
と
い
う
点
か
ら
考

察
し
て
、
鎌
倉
幕
府
の
北
条
泰
時
の
執
権
政
治
（
御
成
敗
式
目
の
精
神
）
が
ま
ず
思
い
あ
た
る
。
さ
ら
に
、
義
教
自
身
が
将
軍
で
あ
る

こ
と
や
、
引
付
訴
訟
制
度
の
完
成
を
み
た
安
達
泰
盛
の
政
治
改
革
（
弘
安
徳
政
）
等
を
思
い
起
こ
す
と
、
泰
盛
政
治
を
考
え
た
う
え
の

11 第１章 義教初政期



発
言
と
も
と
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
五
月
廿
日
新
御
式
目
丗
八
ヶ
條（
８
）
の
「
條
々
公
方
」
の
公
方
は
、
勿

論
本
来
的
に
は
鎌
倉
幕
府
将
軍
を
さ
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
義
教
は
自
分
に
置
き
替
え
て
読
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
得
宗

貞
時
が
、
泰
盛
の
政
治
改
革
を
踏
ま
え
た
う
え
で
行
な
っ
た
貞
時
流
の
徳
政
、
つ
ま
り
訴
訟
判
決
権
の
す
べ
て
を
掌
握
し
た
得
宗
専
制

政
治
の
あ
り
方
も
、
義
教
は
十
分
手
本
に
し
、
自
分
の
政
治
に
生
か
そ
う
と
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
訴
訟
制
度
を
政
治
に
利
用
し
、

専
制
的
な
将
軍
権
力
の
伸
長
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
は
義
教
の
政
権
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
義
教
が
学
ん
だ
と

推
測
さ
れ
る
弘
安
の
改
革
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
貞
時
流
の
訴
訟
制
度
の
ど
の
部
分
を
倣
っ
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
等
々
、
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
後
述
し
て
い
る
）。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
義
教
の
政
策
に
は
専
制
的
な
中
に
合
理
性
も
感
じ
取
れ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
対
山
門
政
策
で
あ
る
。

一
方
で
は
神
選
・
湯
起
請
等
を
命
じ
て
い
る
中
世
人
の
彼
で
あ
る
が
、
反
面
、
仏
を
も
恐
れ
ぬ
考
え
方
の
持
ち
主
で
も
あ
る
。

将
軍
代
替
わ
り
に
つ
き
も
の
の
、
所
領
や
裁
判
の
興
行
を
、
公
正
か
つ
迅
速
に
解
決
し
て
い
く
と
し
た
ら
、
そ
れ
な
り
に
合
理
的
判

断
が
求
め
ら
れ
る
。
新
将
軍
義
教
に
は
、
徳
大
寺
実
基
の
政
治
思
想
の
影
響
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る（
９
）。

第
二
節

興
行
の
沙
汰

１

裁
判
の
興
行
と
禅
院

ま
ず
、『
建
内
記
』
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
五
月
十
四
日
条
に
注
目
し
た
い
。

（
愛
知
郡
）

諸
五
山
禅
院
、
以
掠
領
押
領
等
之
所
領
、
荘
主
非
分
得
利
、
不
可
然
、
此
一
段
又
可
有
沙
汰
之
由
、
同
御
定
也
、
予
所
領
江
州
八

（

満

済

）

木
大
国
事
、
寺
家
請
文
分
明
之
上
者
、
可
被
任
理
運
条
勿
論
也
、
必
可
伺
上
意
、
不
可
懇
望
管
領
之
由
、
三
宝
院
被
示
之（
１０
）、

（
略
）
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